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１． 研究開発成果 

事後報告書（下URL）参照 

https://www.amed.go.jp/content/000065857.pdf 
 
２． 総合評価 

• 妥当である。 
 

【評価コメント】 
 本課題は、ヒアルロン酸修飾、あるいは sLeXミミック修飾のナノキャリアーでCD44を

介するエンドサイトーシスの亢進、KDEL配列を有するペプチドの取り込みの増加など、い

くつかの有意義な知見を見出したことは評価できる。しかし、薬剤の保持能力に関わる研究

テーマにおいて薬物によっては十分な成果が得られず、汎用性に関わる課題解決が必要と思

われた。 
 今回の研究成果をもとに、汎用性の課題克服と実臨床への応用に向けて、さらに継続して

進めて頂きたい。 
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